









ク ラ イ オ ス タ ッ トシ リー ズ(第4回)
超音波測定用低温蒸着 クライオスタット
産研音響材料部門(吹 田3562)
私 どもの研 究室で,He温 度 で蒸着 を行 った金属薄膜の表 面波超音波(310MHz)の減衰 を測定す る
















蒸着 金属 を入れ る「るつぼ 」
は石英 ガラスのまわ りにW-
wireをま き,加 熱する。 出来
る限 り熱伝導及 びradia七ionを
さける為めの工夫 をほ どこし,
蒸着金属の通過す る穴 を小 さ く




















































温度の コvト ロールは 第2図 の(2)にょって行い,熱 処理効果 を測定する事が出来 る。 この実験 には
予冷が十分に必要 で相当量の液体 チッソを必要 とする。1図 のHeの 量は大体1.54で1時 間半位 の実
験が可能 である。
現在はPbの 蒸着膜を用いて実験 を行 っている。 装置 としては大体巧 く行っているが未 だ改良の余地
は多い。主 として内部 を高真空にするためのパヅキングに問題がある。
　
(大倉健吾,渡 久地 実,宮 里達郎)
⑧ 現在 住友電工KK
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